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菊舎の上⺒詩諧と「桃花源記」
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李

　
夢
幻

（19）

　は
じ
め
に

　田
上
菊
舎
（
宝
暦
三
年
・
一
七
五
三
～
文
政
九
年
・
一
八
二
六
）
は
江
戸
後
期

の
尼
僧
俳
人
で
あ
り
、
ま
た
、
和
歌
、
漢
詩
、
画
、
茶
道
、
書
道
、
七
弦
琴
な
ど

の
諸
芸
を
も
よ
く
し
た
。
中
で
も
、
漢
詩
に
つ
い
て
は
、
彼
女
六
十
歳
の
文
化
九

年
（
一
八
一
二
）、生
前
唯
一
の
版
本
と
し
て
出
さ
れ
た
自
選
の
作
品
集
『
手
折
菊
』

は
全
四
巻
の
後
半
二
巻
の
過
半
数
を
、「
詩
諧
」
と
い
う
漢
詩
一
首
の
後
ろ
に
俳

諧
（
発
句
）
を
つ
け
る
詩
型
が
占
め
て
お
り
、
漢
詩
は
、
俳
諧
と
並
ん
で
菊
舎
が

意
を
用
い
た
形
式
で
あ
っ
た
。

　本
稿
で
は
、
ま
ず
、
最
初
の
試
み
と
し
て
菊
舎
が
上
巳
に
作
っ
た
詩
諧
一 

の
う

ち
、
陶
淵
明
の
「
桃
花
源
記
」
二 

を
踏
ま
え
た
と
思
わ
れ
る
も
の
を
取
り
上
げ
、

＊

　岡
山
大
学
大
学
院
社
会
文
化
科
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程

一

　

 

本
稿
で
取
り
上
げ
る
作
品
は
、
漢
詩
に
俳
諧
の
発
句
が
付
さ
れ
た
「
詩
諧
」
以
外
に
、

発
句
と
漢
詩
が
同
日
に
詠
ま
れ
た
も
の
や
、
漢
詩
に
和
歌
が
付
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
。

こ
れ
ら
を
一
括
し
て
呼
ぶ
言
葉
は
な
い
た
め
、
本
稿
で
は
こ
れ
ら
を
も
含
め
て
「
詩
諧
」

と
い
う
言
葉
で
代
表
さ
せ
る
。

二

　

 

陶
淵
明
の
「
桃
花
源
記
」
は
も
と
も
と
詩
の
序
と
し
て
存
在
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の

概
略
を
記
せ
ば
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

 

　

 

晋
の
太
元
年
間
、
武
陵
の
漁
師
が
、
川
沿
い
に
沿
っ
て
ふ
と
桃
の
咲
き
誇
る
林
に
出
会
う
。

そ
の
先
を
き
わ
め
よ
う
と
し
て
い
く
と
、
山
に
小
さ
な
洞
穴
を
発
見
し
、
舟
を
乗
り
捨

て
て
、
入
口
か
ら
入
っ
た
。
そ
こ
で
桃
花
源
（
世
間
か
ら
隔
絶
し
た
和
や
か
な
所
）
を

発
見
し
、
そ
こ
で
家
々
に
懇
ろ
に
も
て
な
さ
れ
、
何
日
間
滞
在
し
た
。
帰
っ
た
時
、
所
々

印
を
つ
け
、
家
に
つ
い
た
と
た
ん
、
郡
の
長
官
に
報
告
し
、
漁
師
は
人
を
連
れ
て
印
を

そ
の
摂
取
の
仕
方
を
分
析
し
て
み
た
い
。
菊
舎
詩
諧
の
引
用
は『
田
上
菊
舎
全
集
』

（
以
下
、
本
稿
で
は
「
全
集
」
と
略
称
す
る
）（
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
〇
年
十
月
）

に
よ
る
。
な
お
、
書
き
下
し
文
は
稿
者
の
判
断
に
よ
る
若
干
の
訂
正
箇
所
が
あ
る
。

　
　①
乗
捨
た
舟
も
見
へ
け
り
岸
の
桃

　（傍
線

　李
、
以
下
同
様
）

　

 

（
1
）
三
日

　
　
　
　
　
　三
日

　
　永
和
三
日
樂
銜
杯

　
　
　

 

永
和
三さ

ん

日じ
つ 

杯
を
銜
む
の
を
楽
し
み

　
　雨
霽
桃
花
兩
岸
開

　
　
　

 

雨
霽
れ
て 

桃
花 

両
岸
に
開
く

　
　時
有
故
人
乘
雅
興

　
　
　

 

時
に 

故
人
の
雅
興
に
乗
ず
る
有
り

　
　風
流
何
減
右
軍
才

　
　
　

 

風
流 

何
ぞ
減
ぜ
ん 

右
軍
の
才

 

稿
本
『
九
国
再
遊
墨
摺
山
』
二
（
全
集
五
二
四
頁
）

　

 

（
2
）
三
日
遊
馬
場
氏
宅

　三
日
馬
場
氏
宅
に
遊
ぶ

　
　江
水
映
桃
花

　
　
　

 

江
水 

桃
花
に
映
じ

　
　流
觴
浮
不
住

　
　
　

 

流
觴 

浮
か
び
て
住と

ど

ま
ら
ず 

　
　醉
餘
筆
硯
遊

　
　
　

 

酔
余 

筆
硯
の
遊
び

　
　似
忘
武
陵
路

　
　
　

 

忘
る
る
に
似
た
り

　武
陵
の
路  

手
掛
か
り
に
も
う
一
度
桃
花
源
へ
帰
ろ
う
と
す
る
と
、
道
に
迷
い
、
帰
れ
な
く
な
る
。
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　②
帰
る
み
ち
も
さ
ら
に
忘
れ
て
桃
の
け
ふ

 

稿
本
『
都
の
玉
ぎ
ぬ
』（
全
集
六
五
二
頁
）

　
 

（
3
）
上マ

マ

三
日
樂
只
菅
公

　三
日
楽
只
菅
公
に
上

た
て
ま
つる

　
　紅
桃
三
兩
樹

　
　
　
　
　

 

紅
桃

　三
両
の
樹

　
　灼
灼
映
翰
林

　
　
　
　
　

 

灼
々

　翰
林
に
映
ず

　
　更
爲
新
詩
美

　
　
　
　
　

 

更
に
新
詩
の
美
な
る
が
為
に

　
　忘
歸
千
歲
心

　
　
　
　
　

 
帰
る
を
忘
る

　千
歳
の
心

　
　三
千
と
せ
に
咲
く
て
ふ
も
ゝ
の
花
か
づ
ら
か
け
て
幾
世
を
あ
ふ
が
ざ
ら
め
や

 
稿
本
『
都
の
し
ら
べ
』（
全
集
六
七
四
頁
）

　

 

（
4
）
三
日
陪
平
松
亞
相
公
宴

　三
日
平
松
亜（

時

相章
）

公
の
宴
に
陪
す 

　
　千
樹
夭
夭
溝
水
頭

　
　
　
　
　

 

千
樹

　夭
夭

　溝
水
の
頭ほ

と
り

　
　淸
香
時
入
羽
觴
浮

　
　
　
　
　

 

清
香

　時
に
羽（

酒

觴林
）

に
入
り
て
浮
か
ぶ 

　
　醉
來
逸
興
忘
歸
路

　
　
　
　
　

 

酔
ひ
来
り
て
逸
興
帰
路
を
忘
る

　
　宛
是
桃
花
源
里
遊

　
　
　
　
　

 

宛
も
是
れ
桃
花
源
里
の
遊
び

　
　③
の
ぼ
り
〳
〵
雲
の
上
み
る
ひ
ゐ
な
か
な

 

稿
本
『
都
の
し
ら
べ
』（
全
集
六
七
四
頁
）

　　右
の
傍
線
部
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、菊
舎
は
俳
諧
に
お
い
て
、「
乗
捨
た
舟
」、「
岸

の
桃
」、「
帰
る
み
ち
を
忘
れ
て
」、
漢
詩
に
お
い
て
、「
桃
花
兩
岸
開
」、「
似
忘
武

陵
路
」、「
宛
是
桃
花
源
里
遊
」
と
い
う
「
桃
花
源
記
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
も
っ
て
上

巳
の
風
景
と
風
流
な
遊
び
の
後
の
感
興
を
詠
ん
だ
。
次
節
で
は
、
そ
れ
ら
を
具
体

的
に
検
討
し
た
い
。

一

　菊
舎
の
「
上
巳
作
」
に
お
け
る
イ
メ
ー
ジ
と
「
桃
花
源
記
」

　本
節
で
は
菊
舎
の
四
首
の
上
巳
詩
諧
と
「
桃
花
源
記
」
と
の
関
係
を
以
下
の
四

つ
の
イ
メ
ー
ジ
「
乗
捨
た
舟
」、「
岸
の
桃
」、「
帰
る
路
を
忘
れ
る
」、「
宛
是
桃
花

源
里
遊
」
に
分
け
て
指
摘
し
、
ま
た
そ
の
摂
取
の
方
法
を
論
じ
る
。

一
・
一

　「乗
捨
た
舟
」
と
「
岸
の
桃
」

　漢
詩
（
1
）
と
俳
諧
①
は
菊
舎
の
寛
政
八
年
～
九
年
（
一
七
九
六
～
一
七
九
七
）

の
稿
本
『
九
国
再
遊
墨
摺
山
』
二
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
菊
舎
は
長
崎
に
再
遊
し
、

華
音
と
漢
詩
を
習
い
は
じ
め
た
の
も
こ
の
時
期
で
あ
る
。
寛
政
九
年（
一
七
九
七
）

上
巳
の
日
、
菊
舎
は
当
時
漢
詩
の
先
生
の
楢
林
公
極
三 

と
宿
を
貸
し
て
く
れ
る
逍

遥
館
の
主
で
あ
る
竹
野
木
吾
四 

と
一
緒
に
上
巳
を
祝
い
、
俳
諧
と
漢
詩
を
続
け
て

詠
ん
だ
。
そ
の
上
巳
吟
を
左
に
引
用
す
る
。

　
　
　
　
　
　上
巳
吟

　
　
　
　盃
の
う
か
ぶ
を
桃
の
さ
か
り
か
な   

公
極

　
　
　
　瀧
壺
に
魚
も
見
え
け
り
桃
の
花     

木
吾

　
　①

　乗
捨
た
舟
も
見
へ
け
り
岸
の
桃     

一
字

　（菊
舎
―
李
注
）

　
 

（
1
）
三
日

　
　
　
　
　三
日

　
　永
和
三
日
樂
銜
杯

　
　

 

永
和
三さ

ん

日じ
つ 

杯
を
銜
む
の
を
楽
し
み

三

　

 

公
極

　楢
林
栄
建
。
長
崎
在
住
。
佐
賀
藩
医
。
祖
は
オ
ラ
ン
ダ
通
事
。（
全
集
「
人
名
・

寺
院
名
注
」
に
よ
る
。
以
下
、
人
名
に
関
す
る
注
は
こ
れ
に
よ
る
。）

四

　木
吾

　竹
野
氏
。
長
崎
住
。
号
逍
遥
館
。
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　雨
霽
桃
花
兩
岸
開

　
　

 

雨
霽
れ
て 

桃
花 

両
岸
に
開
く

　
　時
有
故
人
乘
雅
興

　
　

 

時
に 

故
人
の
雅
興
に
乗
ず
る
有
り

　
　風
流
何
減
右
軍
才

　
　

 

風
流 

何
ぞ
減
ぜ
ん 

右
軍
の
才 

五 
　一
字
は
菊
舎
の
号
で
あ
る
。
三
人
は
上
巳
吟
を
題
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
発
句
一
句

を
詠
ん
だ
。
そ
し
て
、菊
舎
は
「
三
日
」、「
瓊
浦
客
中
三
日
」
二
首
の
漢
詩
を
作
っ

た
が
、「
瓊
浦
客
中
三
日
」
は
「
桃
花
源
記
」
と
関
係
が
な
い
た
め
、
引
用
を
省

略
す
る
。

　公
極
の
句
「
盃
の
う
か
ぶ
を
桃
の
さ
か
り
か
な
」
の
「
盃
の
浮
か
ぶ
」
は
「
流

觴
曲
水
」
を
詠
む
。「
流
觴
曲
水
」
は
上
巳
の
風
流
な
行
事
の
一
つ
と
し
て
、
古

来
文
人
達
に
好
ま
れ
、
常
に
詩
歌
に
詠
み
込
ま
れ
て
き
た
。
菊
舎
の
漢
詩
（
1
）、

（
2
）、（
4
）
も
同
じ
く
「
流
觴
曲
水
」
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

　上
巳
は
も
と
も
と
三
月
上
巳
の
日
を
指
し
た
が
、
魏
晋
の
後
、
三
月
三
日
に
固

定
し
た
。
中
国
古
代
の
風
俗
に
、
こ
の
日
、
水
辺
に
出
て
禊
を
行
い
、
酒
を
飲
ん

で
災
厄
を
祓
う
行
事
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
曲
水
の
風
流
韻
事
に
発
展
し
、
そ
れ
が

日
本
に
も
入
っ
た
。
室
町
時
代
か
ら
雛
祭
り
と
し
て
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、

雛
祭
の
形
が
定
着
し
た
の
は
寛
文
年
間
（
一
六
六
一
～
一
六
七
三
）
と
見
ら
れ
る
。

当
初
は
京
都
が
中
心
で
あ
っ
た
が
、
文
化
・
文
政
年
間
（
一
八
〇
四
～
一
八
三
〇
）

に
江
戸
に
広
ま
っ
た
。
曲
水
流
觴
は
上
巳
の
日
に
行
わ
れ
た
風
流
な
行
事
で
あ
る
。

も
と
も
と
は
秦
の
昭
王
が
三
月
の
上
巳
に
、
酒
を
河
曲
に
置
い
た
時
、
金
人
が
秦

の
前
途
の
発
展
を
予
言
し
て
祝
っ
た
が
、
後
に
秦
が
諸
侯
の
覇
と
な
っ
て
か
ら
、

五

　

 

全
集
五
二
四
～
五
二
五
頁

こ
れ
を
記
念
し
て
曲
水
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。
晋
の
時
代
、
こ
れ
が
風
流
の
行

事
に
発
展
し
、
永
和
九
年
（
三
五
三
）
三
月
三
日
王
羲
之
を
は
じ
め
と
す
る
四
十

一
人
の
名
士
の
蘭
亭
会
は
王
羲
之
の
蘭
亭
帖
に
よ
っ
て
名
高
い
。
曲
が
り
く
ね
っ

て
流
れ
る
水
の
ほ
と
り
に
臨
ん
で
す
わ
り
、
上
流
か
ら
盃
を
流
し
、
そ
れ
が
流
れ

て
く
る
ま
で
に
作
詩
が
で
き
な
け
れ
ば
、
盃
の
酒
を
飲
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
罰

酒
の
趣
向
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。『
日
本
書
紀
』
顕
宗
天
皇
元
年
（
四
八
五
）
と

二
年
、
上
巳
に
曲
水
の
宴
を
行
っ
た
記
事
が
あ
り
、
菅
原
道
真
の
「
花
時
の
天
は

酔
う
に
似
た
り
」
の
序
（
寛
平
二
年
（
八
九
〇
））
に
そ
れ
以
前
に
こ
の
行
事
が

絶
え
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
六 

　こ
の
よ
う
に
日
本
は
古
く
か
ら
上
巳
の
日
に
曲
水
の
宴
を
行
っ
て
い
た
。
江
戸

時
代
に
な
る
と
、
上
巳
の
行
事
は
雛
祭
り
と
し
て
祝
う
よ
う
に
な
る
が
、
文
人
の

間
で
、「
曲
水
の
宴
」
も
広
く
行
わ
れ
た
ら
し
い
。
菊
舎
前
詩
の
他
、文
化
二
年
（
一

八
〇
五
）
四
月
三
日
の
高
本
紫
溟
七 

か
ら
の
来
簡
に
「
当
春
は
三
日
雨
天
に
て
、

流
觴
も
出
来
不
申
候
、
其
後
も
多
雨
余
寒
な
ど
い
ろ
〳
〵
さ
し
合
、
今
に
其
事
こ

れ
な
く
、近
日
催
候
は
づ
に
御
ざ
候
。」
八 

と
書
い
て
あ
る
。
そ
の
年
の
上
巳
の
日

は
雨
だ
っ
た
た
め
、
流
觴
曲
水
の
行
事
は
で
き
ず
、
ま
た
後
日
に
催
す
予
定
で
あ

る
こ
と
を
菊
舎
に
伝
え
て
い
る
。
他
に
も
、
例
え
ば
、
大
田
南
畝
日
記
「
三
春
行

樂
記
」
天
明
二
年
（
一
七
八
二
）
三
月
三
日
に
「
過
土
山
沾
之
、
作
曲
水
宴
、
同

菅
江
・
嘉
十
・
三
井
氏
飲
酒
、
歌
妓
阿
加
与
亦
至
、」（
土
山
沾
之
をマ

マ

過よ

ぎ
り
、
曲

六

　

 

鈴
木
棠
三
『
日
本
年
中
行
事
辞
典
』（
角
川
書
店
、
一
九
八
九
年
十
月
）、
加
藤
友
康
ほ

か
『
年
中
行
事
大
辞
典
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
九
年
三
月
）

七

　

 

高
本
紫
溟

　名
順
。
通
稱
敬
藏
。
字
子
友
、
李
順
。
本
姓
原
田
氏
。
熊
本
藩
儒
、
号
川

觀
亭
。
文
化
十
年
沒
、
七
六
歳
。

八

　全
集
九
七
二
頁
「
書
簡
・
来
簡
」



岡
山
大
学
大
学
院
社
会
文
化
科
学
研
究
科
紀
要
第
五
十
八
号
（
二
〇
二
四
・
十
二
）

（22）

水
の
宴
を
作な

す
。
菅
江
・
嘉
十
・
三
井
氏
と
同
に
酒
を
飲
む
。
歌
妓
阿お

加か

与よ

も
亦

た
至
る
。）
九 

が
あ
る
。

　公
極
の
句
に
も
ど
る
。「
盃
の
う
か
ぶ
を
桃
の
さ
か
り
か
な
」
は
上
巳
の
日
に
、

曲
水
の
宴
の
情
景
と
さ
か
り
の
桃
の
花
を
詠
ん
だ
。
木
吾
の
句
「
瀧
壺
に
魚
も
見

え
け
り
桃
の
花
」
は
漢
籍
に
関
係
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
菊
舎
の
発
句
①
「
乗
捨

た
舟
も
見
へ
け
り
岸
の
桃
」
に
詠
ま
れ
た
桃
の
花
は
前
の
二
人
と
異
な
り
、「
岸
」

の
桃
の
花
に
焦
点
を
当
て
る
。「
岸
の
桃
」、「
乗
捨
た
舟
」
と
い
う
二
つ
の
イ
メ
ー

ジ
は
、
自
然
に
陶
淵
明
の
「
桃
花
源
記
」
を
連
想
さ
せ
る
。
左
に
「
桃
花
源
記
」

の
関
連
部
分
を
引
用
す
る
。

　
　

 

晉
太
元
中
、
武
陵
人
捕
レ
魚
爲
業
、
緣
レ
溪
行
、
忘
二
路
之
遠
近
一
、
忽
逢
二
桃

花
林
一
、
夾
レ
岸
數
百
步
、
中
無
二
雜
樹
一
、
芳
草
鮮
美
、
落
英
繽
紛
、
漁
人

甚
異
レ
之
、
復
前
行
、
欲
レ
窮
二
其
林
一
。
林
盡
水
源
、
便
得
二
一
山
一
。
山
有
二

小
口
一
、
髣
髴
若
レ
有
レ
光
、
便
捨
レ
船
從
レ
口
入
一
〇 

　発
句
①
の
中
の
「
乗
捨
た
舟
」
は
武
陵
の
漁
師
が
桃
花
源
の
入
り
口
の
穴
を
発

見
し
、
入
ろ
う
と
し
て
乗
り
捨
て
た
船
の
こ
と
に
な
る
。
下
五
の
「
岸
の
桃
」
は

漁
師
を
桃
花
源
へ
導
く
両
岸
の
桃
の
花
で
あ
る
。
菊
舎
の
句
は
、
江
戸
時
代
日
本

の
片
隅
の
川
岸
に
乗
捨
て
ら
れ
た
舟
を
、
時
空
を
超
え
た
武
陵
の
漁
師
が
乗
り
捨

九

　

 

濱
田
義
一
郎
ほ
か
編
『
大
田
南
畝
全
集
』
第
八
巻
（
岩
波
書
店
、
一
九
八
六
年
四
月
）

四
二
頁

一
〇

　

 「
桃
花
源
記
」
の
引
用
は
鈴
木
虎
雄
訳
注
『
陶
淵
明
詩
解
』（
平
凡
社
、
一
九
九
一
年
）

三
五
五
～
三
五
九
頁
に
よ
る
。
以
下
同
様
。

て
た
船
と
見
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
よ
り
前
に
並
ん
で
い
る
公
極
の
詠
ん
だ
「
桃
の

さ
か
り
」
も
木
吾
の
詠
ん
だ
「
桃
の
花
」
の
様
子
も
「
桃
花
源
記
」
に
お
け
る
両

岸
の
花
を
描
写
し
た
か
の
よ
う
に
思
わ
せ
る
。漁
師
が
舟
を
捨
て
た
と
こ
ろ
に「
忽

逢
二
桃
花
林
一
、
夾
レ
岸
數
百
步
、
中
無
二
雜
樹
一
、
芳
草
鮮
美
、
落
英
繽
紛
、」
と

い
う
桃
の
花
の
様
子
が
菊
舎
の
句
の
「
乗
捨
た
舟
」
と
「
岸
の
桃
」
の
語
に
よ
っ

て
彷
彿
と
さ
せ
る
。「
岸
の
桃
」
に
岸
の
桃
の
咲
き
乱
れ
る
様
子
が
補
わ
れ
て
、

ま
る
で
桃
花
源
に
身
を
置
く
イ
メ
ー
ジ
が
表
現
さ
れ
る
。

　さ
て
、
こ
の
「
上
巳
」
に
「
乗
捨
た
舟
」
あ
る
い
は
「
岸
の
桃
」
を
詠
ん
だ
句

は
『
古
典
俳
文
学
大
系
』
収
録
作
の
範
囲
で
は
見
当
た
ら
な
い
。
あ
る
い
は
、
菊

舎
の
「
桃
花
源
記
」
の
摂
取
の
発
想
は
絵
画
か
ら
の
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
菊

舎
は
そ
れ
よ
り
十
年
前
の
九
州
行
に
お
い
て
真
村
芦
江
一
一 （
一
七
五
五
～
一
七
九

五
年
）に
つ
い
て
画
を
習
い
は
じ
め
、そ
の
後
画
賛
を
創
作
し
続
け
る
。「
桃
源
図
」

に
お
い
て
、「
乗
捨
た
舟
」
は
よ
く
現
実
世
界
と
桃
花
源
の
境
目
と
し
て
描
か
れ
る
。

呉
春
の
「
武
陵
桃
源
図
巻
」（
寛
政
八
年
～
十
年
作
、
遠
山
記
念
館
蔵
）
一
二
は
そ

の
一
例
で
あ
る
。
呉
春
の
「
武
陵
桃
源
図
巻
」
に
は
「
乗
捨
た
舟
」
が
描
か
れ
て

い
る
。
菊
舎
は
こ
の
よ
う
な
「
桃
源
図
」
の
画
か
ら
発
想
を
得
た
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。

　続
い
て
漢
詩
に
移
る
。
漢
詩
の
起
句
「
永
和
三
日
樂
銜
杯
」（
永
和
三さ

ん

日じ
つ 

杯
を

銜
む
の
を
楽
し
み
）
は
、
王
羲
之
の
「
蘭
亭
序
」
に
お
け
る
「
永
和
九
年
、
歲
在

一
一

　

 「
画
の
道
に
師
弟
の
縁
を
む
す
び
し
よ
り
、
ひ
と
度
は
め
ぐ
り
あ
は
ん
と
十
と
せ
の
春

秋
を
こ
が
れ
暮
し
、
漸
此
地
へ
再
遊
し
け
る
に
、
最
早
此
世
を
さ
り
給
ひ
し
と
な
ん
、

芦
江
先
師
が
な
き
跡
を
と
ひ
て
、」
稿
本
『
九
国
再
遊
墨
摺
山
』
二
全
集
五
〇
七
頁

一
二

　

https:// w
w

w
. e- kinenkan. com

/ tayori/ vol63. pdf

（2024.04.23

参
照
）

菊
舎
の
上
巳
詩
諧
と
「
桃
花
源
記
」

　
　
李

　
夢
幻

（21）

　
　雨
霽
桃
花
兩
岸
開

　
　

 

雨
霽
れ
て 

桃
花 

両
岸
に
開
く

　
　時
有
故
人
乘
雅
興

　
　

 

時
に 

故
人
の
雅
興
に
乗
ず
る
有
り

　
　風
流
何
減
右
軍
才

　
　

 

風
流 

何
ぞ
減
ぜ
ん 

右
軍
の
才 

五 

　一
字
は
菊
舎
の
号
で
あ
る
。
三
人
は
上
巳
吟
を
題
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
発
句
一
句

を
詠
ん
だ
。
そ
し
て
、菊
舎
は
「
三
日
」、「
瓊
浦
客
中
三
日
」
二
首
の
漢
詩
を
作
っ

た
が
、「
瓊
浦
客
中
三
日
」
は
「
桃
花
源
記
」
と
関
係
が
な
い
た
め
、
引
用
を
省

略
す
る
。

　公
極
の
句
「
盃
の
う
か
ぶ
を
桃
の
さ
か
り
か
な
」
の
「
盃
の
浮
か
ぶ
」
は
「
流

觴
曲
水
」
を
詠
む
。「
流
觴
曲
水
」
は
上
巳
の
風
流
な
行
事
の
一
つ
と
し
て
、
古

来
文
人
達
に
好
ま
れ
、
常
に
詩
歌
に
詠
み
込
ま
れ
て
き
た
。
菊
舎
の
漢
詩
（
1
）、

（
2
）、（
4
）
も
同
じ
く
「
流
觴
曲
水
」
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

　上
巳
は
も
と
も
と
三
月
上
巳
の
日
を
指
し
た
が
、
魏
晋
の
後
、
三
月
三
日
に
固

定
し
た
。
中
国
古
代
の
風
俗
に
、
こ
の
日
、
水
辺
に
出
て
禊
を
行
い
、
酒
を
飲
ん

で
災
厄
を
祓
う
行
事
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
曲
水
の
風
流
韻
事
に
発
展
し
、
そ
れ
が

日
本
に
も
入
っ
た
。
室
町
時
代
か
ら
雛
祭
り
と
し
て
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、

雛
祭
の
形
が
定
着
し
た
の
は
寛
文
年
間
（
一
六
六
一
～
一
六
七
三
）
と
見
ら
れ
る
。

当
初
は
京
都
が
中
心
で
あ
っ
た
が
、
文
化
・
文
政
年
間
（
一
八
〇
四
～
一
八
三
〇
）

に
江
戸
に
広
ま
っ
た
。
曲
水
流
觴
は
上
巳
の
日
に
行
わ
れ
た
風
流
な
行
事
で
あ
る
。

も
と
も
と
は
秦
の
昭
王
が
三
月
の
上
巳
に
、
酒
を
河
曲
に
置
い
た
時
、
金
人
が
秦

の
前
途
の
発
展
を
予
言
し
て
祝
っ
た
が
、
後
に
秦
が
諸
侯
の
覇
と
な
っ
て
か
ら
、

五

　

 

全
集
五
二
四
～
五
二
五
頁

こ
れ
を
記
念
し
て
曲
水
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。
晋
の
時
代
、
こ
れ
が
風
流
の
行

事
に
発
展
し
、
永
和
九
年
（
三
五
三
）
三
月
三
日
王
羲
之
を
は
じ
め
と
す
る
四
十

一
人
の
名
士
の
蘭
亭
会
は
王
羲
之
の
蘭
亭
帖
に
よ
っ
て
名
高
い
。
曲
が
り
く
ね
っ

て
流
れ
る
水
の
ほ
と
り
に
臨
ん
で
す
わ
り
、
上
流
か
ら
盃
を
流
し
、
そ
れ
が
流
れ

て
く
る
ま
で
に
作
詩
が
で
き
な
け
れ
ば
、
盃
の
酒
を
飲
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
罰

酒
の
趣
向
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。『
日
本
書
紀
』
顕
宗
天
皇
元
年
（
四
八
五
）
と

二
年
、
上
巳
に
曲
水
の
宴
を
行
っ
た
記
事
が
あ
り
、
菅
原
道
真
の
「
花
時
の
天
は

酔
う
に
似
た
り
」
の
序
（
寛
平
二
年
（
八
九
〇
））
に
そ
れ
以
前
に
こ
の
行
事
が

絶
え
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
六 

　こ
の
よ
う
に
日
本
は
古
く
か
ら
上
巳
の
日
に
曲
水
の
宴
を
行
っ
て
い
た
。
江
戸

時
代
に
な
る
と
、
上
巳
の
行
事
は
雛
祭
り
と
し
て
祝
う
よ
う
に
な
る
が
、
文
人
の

間
で
、「
曲
水
の
宴
」
も
広
く
行
わ
れ
た
ら
し
い
。
菊
舎
前
詩
の
他
、文
化
二
年
（
一

八
〇
五
）
四
月
三
日
の
高
本
紫
溟
七 

か
ら
の
来
簡
に
「
当
春
は
三
日
雨
天
に
て
、

流
觴
も
出
来
不
申
候
、
其
後
も
多
雨
余
寒
な
ど
い
ろ
〳
〵
さ
し
合
、
今
に
其
事
こ

れ
な
く
、近
日
催
候
は
づ
に
御
ざ
候
。」
八 

と
書
い
て
あ
る
。
そ
の
年
の
上
巳
の
日

は
雨
だ
っ
た
た
め
、
流
觴
曲
水
の
行
事
は
で
き
ず
、
ま
た
後
日
に
催
す
予
定
で
あ

る
こ
と
を
菊
舎
に
伝
え
て
い
る
。
他
に
も
、
例
え
ば
、
大
田
南
畝
日
記
「
三
春
行

樂
記
」
天
明
二
年
（
一
七
八
二
）
三
月
三
日
に
「
過
土
山
沾
之
、
作
曲
水
宴
、
同

菅
江
・
嘉
十
・
三
井
氏
飲
酒
、
歌
妓
阿
加
与
亦
至
、」（
土
山
沾
之
をマ

マ

過よ

ぎ
り
、
曲

六

　

 

鈴
木
棠
三
『
日
本
年
中
行
事
辞
典
』（
角
川
書
店
、
一
九
八
九
年
十
月
）、
加
藤
友
康
ほ

か
『
年
中
行
事
大
辞
典
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
九
年
三
月
）

七

　

 

高
本
紫
溟

　名
順
。
通
稱
敬
藏
。
字
子
友
、
李
順
。
本
姓
原
田
氏
。
熊
本
藩
儒
、
号
川

觀
亭
。
文
化
十
年
沒
、
七
六
歳
。

八

　全
集
九
七
二
頁
「
書
簡
・
来
簡
」



菊
舎
の
上
巳
詩
諧
と
「
桃
花
源
記
」

　
　
李

　
夢
幻

（23）

癸
丑
、
暮
春
之
初
、
會
于
會
稽
山
陰
之
蘭
亭
、
脩
禊
事
也
」（
永
和
九
年
、
歳
は

癸
丑
に
在
り
。
暮
春
の
初
め
、会
稽
山
陰
の
蘭
亭
に
会
す
。
禊
事
を
脩
む
る
な
り
）。

永
和
九
年
（
三
五
三
）
蘭
亭
の
会
の
曲
水
流
觴
の
雅
遊
に
つ
い
て
記
し
た
句
に
因

む
。「
銜
杯
」
は
飲
酒
の
意
味
で
あ
り
、
杜
甫
の
「
飮
中
八
仙
歌
」
に
「
銜
杯
樂

聖
稱
避
賢
」（
杯
を
銜ふ

く

み
聖
を
楽
し
み
賢
を
避
く
と
称
す
）の
句
が
あ
る
。
承
句「
雨

霽
桃
花
兩
岸
開
」
は
雨
が
止
ん
で
、
両
岸
に
桃
の
花
が
咲
い
て
い
る
様
子
を
言
う
。

こ
こ
の
「
桃
花
兩
岸
開
」
も
「
桃
花
源
記
」
の
「
忽
逢
桃
花
林
、
夾
岸
數
百
步
」

に
詠
ま
れ
た
「
夾
岸
の
桃
花
」
に
因
む
。
漢
詩
に
お
け
る
最
初
の
作
例
は
唐
の
王

維
の
「
桃
源
行
」（『
全
唐
詩
』
一
二
五
）
に
お
け
る
「
兩
岸
桃
花
夾
去
津
」（
両

岸
の
桃
花
去
津
を
夾
む
）
に
遡
れ
る
。
転
句
「
時
有
故
人
乘
雅
興
」
は
、
時
に
故

人
が
今
の
雅
興
に
乗
ず
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
意
味
で
、
公
極
か
木
吾
か
が
上
巳

の
雅
宴
に
途
中
に
来
た
こ
と
を
詠
ん
だ
。「
乘
雅
興
」
の
語
は
『
世
説
新
語
』
に

お
け
る
王
子
猷
が
戴
安
道
を
訪
ね
た
話
を
踏
ま
え
た
。
一
三 
結
句
「
風
流
何
減
右

軍
才
」
に
お
け
る
「
右
軍
」
は
王
羲
之
の
こ
と
を
指
し
、
菊
舎
ら
上
巳
の
曲
水
の

宴
の
風
流
は
王
羲
之
の
蘭
亭
の
会
に
比
べ
て
も
負
け
な
い
こ
と
を
詠
嘆
す
る
。

一
三

　

 

新
釈
漢
文
大
系
第
七
八
巻
『
世
説
新
語
』
下
（
明
治
書
院
、
一
九
七
八
年
八
月
）
任
誕

第
二
十
三
、「
王
子
猷
居
二
山
陰
一
、
夜
大
雪
。
眠
覺
、
開
室
、
命
酌
レ
酒
、
四
望
皎
然
。

因
起
仿
偟
、詠
二
左
思
招
隱
詩
一
忽
憶
二
戴
安
道
一
。
時
戴
在
レ
剡
。
便
夜
乘
二
小
船
一
就
レ
之
、

經
宿
方
至
。
造
レ
門
不
レ
前
而
返
。
人
問
二
其
故
一
、
王
曰
、
吾
本
乘
レ
興
而
行
、
興
盡
而

返
、
何
必
見
レ
戴
。」

　
　

 

こ
の
故
事
に
も
「
船
」
が
登
場
す
る
。
菊
舎
の
「
三
日
」
詩
に
詠
ん
だ
「
時
有
故
人
乘

雅
興
」
が
『
世
説
新
語
』「
任
誕
」
の
「
子
猷
訪
戴
」
の
故
事
を
踏
ま
え
た
こ
と
も
ま
た
、

途
中
に
来
た
故
人
（
楢
林
公
極
か
。
当
時
菊
舎
は
木
吾
の
家
に
泊
ま
っ
て
い
た
。）
が

王
子
猷
の
よ
う
に
船
に
乗
っ
て
き
た
こ
と
を
も
意
味
す
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
だ
と
、

漢
詩
転
句
が
下
敷
に
し
た
故
事
に
よ
り
種
明
か
し
た
「
船
」
の
イ
メ
ー
ジ
も
前
の
菊
舎

の
句
の
「
乗
捨
た
舟
」
と
繋
が
り
が
あ
る
よ
う
に
な
る
。
菊
舎
が
句
に
詠
ん
だ
「
乗
捨

た
舟
」
は
、
公
極
の
乗
っ
て
き
て
、
そ
こ
に
乗
り
捨
て
た
船
で
あ
っ
た
。

　こ
の
漢
詩
（
1
）「
三
日
」
に
は
『
唐
詩
選
』
巻
七
に
収
録
さ
れ
る
唐
の
常
建 

一
四
の
「
三
日
尋
李
九
莊
」（
三
日
、
李
九
が
荘
を
尋
ぬ
）
と
重
な
る
詩
語
が
四
つ

も
あ
る
。

　

 

（
５
）
三
日
尋
李
九
莊

　
　

 

三さ
ん

日じ
つ

、
李
九
が
荘
を
尋
ぬ

　
　
　
　常
建

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　常
建

　
　雨
歇
楊
林
東
渡
頭

　
　
　

 

雨
は
歇や

む

　楊
林

　東
渡
の
頭ほ

と
り

　
　永
和
三
日
盪
輕
舟

　
　
　

 

永
和
三
日

　軽
舟
を
盪う

ご

か
す

　
　故
人
家
在
桃
花
岸

　
　
　

 

故
人
の
家
は
桃
花
の
岸
に
在
り

　
　直
到
門
前
溪
水
流

　
　
　

 

直
ち
に
門
前
渓
水
の
流
れ
に
到
る
一
五

　富
士
川
英
郎
ほ
か
編
『
詩
集
日
本
漢
詩
』（
汲
古
書
院
、一
九
八
五
～
一
九
九
〇
）

の
う
ち
、
上
巳
を
詠
ん
だ
漢
詩
は
百
首
以
上
あ
る
が
、
そ
の
中
で
、
稿
者
の
調
べ

た
結
果
に
よ
る
と
、
常
建
の
「
三
日
尋
李
九
莊
」
を
踏
ま
え
た
漢
詩
が
七
首
あ
る
。

以
下
詩
集
収
録
順
に
引
用
す
る
。

　

 

（
６
）
三
日
尋
子
昌
莊

一
四

　

 

常
建

　字
不
詳
。
京
兆
長
安
（
陝
西
省
西
安
市
）
の
人
。
開
元
十
五
年
（
七
二
七
）
王

昌
齢
と
と
も
に
科
挙
に
及
第
し
、
大
歴
年
間
（
七
六
六
～
七
七
九
）
に
盱
眙
の
尉
と
な

る
。
官
途
に
意
を
得
ず
、
最
後
に
は
隠
居
し
た
。
そ
の
詩
は
山
水
や
寺
観
を
題
材
と
し

た
も
の
が
多
く
、
叙
景
に
す
ぐ
れ
る
。
ま
た
辺
塞
詩
に
も
特
色
を
発
揮
し
た
。
現
存
詩

数
五
八
首
。『
常
建
集
』
が
あ
る
。
―
松
浦
友
久
編
『
漢
詩
の
事
典
』（
大
修
館
書
店
、

一
九
九
九
年
）
一
〇
二
頁

一
五

　

 

日
野
龍
夫
校
注
、
服
部
南
郭
『
唐
詩
選
国
字
解
』
三
（
平
凡
社
、
一
九
八
二
年
）
一
八

七
頁



岡
山
大
学
大
学
院
社
会
文
化
科
学
研
究
科
紀
要
第
五
十
八
号
（
二
〇
二
四
・
十
二
）

（24）

　
　
　
　服
部
南
郭

　
　鳥
啼
花
發
野
亭
ノ
西

　
　三
日
重
來
路
不
レ
迷
ハ

　
　處
處
春
風
桃
李
ノ
下

　
　何
人
カ
已
ニ
是
踏
テ
成
ス

レ
蹊
ヲ

 

『
南
郭
先
生
文
集
』
四
篇
卷
之
三

　一
七

　

 

（
７
）
三
日
訪
二
隱
者
ヲ

　
　
　
　龍
草
廬

　
　積
雨
新
晴
溪
水
ノ
東

　
　遡

ル
ヿ

レ
流
ニ
十
里
訪
フ

二
仙
翁
ヲ

一

　
　輕
舟
漸
ク
到
リ
洞
門
ノ
外

　
　家

ハ
鎖
桃
華
千
樹
ノ
紅

 

『
艸
廬
集
』
三
編
卷
之
六

　○
一
～
○
二

　

 

（
８
）
三
月
三
日
幽
蘭
亭
ニ
同
ク

二
賀
藩
ノ
女
才
子
小
淵
ト

一
賦
ス
二
首
（
其
一
）

　

　
　
　
　龍
草
廬

　
　永
和
三
日
碧
桃
ノ
春

　
　雨
霽
テ
山
陰
韶
景
新
ナ
リ

　
　誰

カ
料
ン
蘭
亭
揮
筆
ノ
興

　
　別

ニ
添
ン
ト
ハ

二
衞
氏
ノ
一
夫
人
ヲ

一

 

『
艸
廬
集
』
四
編
卷
之
六

　○
二
十
一

　

 

（
９
）
三
月
三
野
ノ
束
子
中
至
テ
有
レ
賦
ス
ル
ヿ

　
　
　
　龍
草
廬

　
　一
雨
新
タ
ニ
晴
ル
緑
鴨
ノ
津

　
　有
レ
人
來
リ
訪
フ
艸
堂
ノ
貧

　
　相
逢
テ
相
侑
ム
桃
花
ノ
酒

　
　恰

カ
モ
是
レ
永
和
三
日
ノ
春

 

『
艸
廬
集
』
五
編
卷
之
八

　○
十
七

　

 

（
10
）
三
日
尋
公
修
莊

　
　
　
　大
田
南
畝

　
　碧
桃
花
彂
テ
鳥
相
求

　
　三
日
ノ
風
光
訪
二
舊
遊
一

　
　觴
咏
欲
レ
開
二
修
禊
ノ
飲
ヲ

一

　
　柴
門
近
ク
指
ス
玉
川
ノ
流

 

『
杏
園
詩
集
』
卷
一

　十
二

　

 

（
11
）
上
巳
涉
二
大
猪
水
一
作
懷
二
伊
勢
藤
子
文
一

　
　

　
　
　
　菅
茶
山

　
　歸
程
忽
及
フ
大
猪
水

　

　
　水
阻
始
メ
通
灘
猶
駛
シ

　

　
　渉
夫
出
沒
如
二
𠒎𠒎𠒎𠒎
鷖
ノ

一

　

　
　須
臾
出
レ
險
ヲ
免
二
萬
死
ヲ

一

　

　
　同
人
建
テ
、
レ
議
ヲ
賒
二
酒
肴
ヲ

一

　

　
　相
慶
シ
テ
兼
テ
亦
作
ス

二
三
巳
ヲ

一

　

　
　時
正
ニ
晴
煦
養
レ
花
天

　

　
　聯
步
喧
笑
ス
女
ト
與
ト

レ
士

　

菊
舎
の
上
巳
詩
諧
と
「
桃
花
源
記
」

　
　
李

　
夢
幻

（23）

癸
丑
、
暮
春
之
初
、
會
于
會
稽
山
陰
之
蘭
亭
、
脩
禊
事
也
」（
永
和
九
年
、
歳
は

癸
丑
に
在
り
。
暮
春
の
初
め
、会
稽
山
陰
の
蘭
亭
に
会
す
。
禊
事
を
脩
む
る
な
り
）。

永
和
九
年
（
三
五
三
）
蘭
亭
の
会
の
曲
水
流
觴
の
雅
遊
に
つ
い
て
記
し
た
句
に
因

む
。「
銜
杯
」
は
飲
酒
の
意
味
で
あ
り
、
杜
甫
の
「
飮
中
八
仙
歌
」
に
「
銜
杯
樂

聖
稱
避
賢
」（
杯
を
銜ふ

く

み
聖
を
楽
し
み
賢
を
避
く
と
称
す
）の
句
が
あ
る
。
承
句「
雨

霽
桃
花
兩
岸
開
」
は
雨
が
止
ん
で
、
両
岸
に
桃
の
花
が
咲
い
て
い
る
様
子
を
言
う
。

こ
こ
の
「
桃
花
兩
岸
開
」
も
「
桃
花
源
記
」
の
「
忽
逢
桃
花
林
、
夾
岸
數
百
步
」

に
詠
ま
れ
た
「
夾
岸
の
桃
花
」
に
因
む
。
漢
詩
に
お
け
る
最
初
の
作
例
は
唐
の
王

維
の
「
桃
源
行
」（『
全
唐
詩
』
一
二
五
）
に
お
け
る
「
兩
岸
桃
花
夾
去
津
」（
両

岸
の
桃
花
去
津
を
夾
む
）
に
遡
れ
る
。
転
句
「
時
有
故
人
乘
雅
興
」
は
、
時
に
故

人
が
今
の
雅
興
に
乗
ず
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
意
味
で
、
公
極
か
木
吾
か
が
上
巳

の
雅
宴
に
途
中
に
来
た
こ
と
を
詠
ん
だ
。「
乘
雅
興
」
の
語
は
『
世
説
新
語
』
に

お
け
る
王
子
猷
が
戴
安
道
を
訪
ね
た
話
を
踏
ま
え
た
。
一
三 

結
句
「
風
流
何
減
右

軍
才
」
に
お
け
る
「
右
軍
」
は
王
羲
之
の
こ
と
を
指
し
、
菊
舎
ら
上
巳
の
曲
水
の

宴
の
風
流
は
王
羲
之
の
蘭
亭
の
会
に
比
べ
て
も
負
け
な
い
こ
と
を
詠
嘆
す
る
。

一
三

　

 

新
釈
漢
文
大
系
第
七
八
巻
『
世
説
新
語
』
下
（
明
治
書
院
、
一
九
七
八
年
八
月
）
任
誕

第
二
十
三
、「
王
子
猷
居
二
山
陰
一
、
夜
大
雪
。
眠
覺
、
開
室
、
命
酌
レ
酒
、
四
望
皎
然
。

因
起
仿
偟
、詠
二
左
思
招
隱
詩
一
忽
憶
二
戴
安
道
一
。
時
戴
在
レ
剡
。
便
夜
乘
二
小
船
一
就
レ
之
、

經
宿
方
至
。
造
レ
門
不
レ
前
而
返
。
人
問
二
其
故
一
、
王
曰
、
吾
本
乘
レ
興
而
行
、
興
盡
而

返
、
何
必
見
レ
戴
。」

　
　

 

こ
の
故
事
に
も
「
船
」
が
登
場
す
る
。
菊
舎
の
「
三
日
」
詩
に
詠
ん
だ
「
時
有
故
人
乘

雅
興
」
が
『
世
説
新
語
』「
任
誕
」
の
「
子
猷
訪
戴
」
の
故
事
を
踏
ま
え
た
こ
と
も
ま
た
、

途
中
に
来
た
故
人
（
楢
林
公
極
か
。
当
時
菊
舎
は
木
吾
の
家
に
泊
ま
っ
て
い
た
。）
が

王
子
猷
の
よ
う
に
船
に
乗
っ
て
き
た
こ
と
を
も
意
味
す
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
だ
と
、

漢
詩
転
句
が
下
敷
に
し
た
故
事
に
よ
り
種
明
か
し
た
「
船
」
の
イ
メ
ー
ジ
も
前
の
菊
舎

の
句
の
「
乗
捨
た
舟
」
と
繋
が
り
が
あ
る
よ
う
に
な
る
。
菊
舎
が
句
に
詠
ん
だ
「
乗
捨

た
舟
」
は
、
公
極
の
乗
っ
て
き
て
、
そ
こ
に
乗
り
捨
て
た
船
で
あ
っ
た
。

　こ
の
漢
詩
（
1
）「
三
日
」
に
は
『
唐
詩
選
』
巻
七
に
収
録
さ
れ
る
唐
の
常
建 

一
四
の
「
三
日
尋
李
九
莊
」（
三
日
、
李
九
が
荘
を
尋
ぬ
）
と
重
な
る
詩
語
が
四
つ

も
あ
る
。

　

 

（
５
）
三
日
尋
李
九
莊

　
　

 

三さ
ん

日じ
つ

、
李
九
が
荘
を
尋
ぬ

　
　
　
　常
建

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　常
建

　
　雨
歇
楊
林
東
渡
頭

　
　
　

 

雨
は
歇や

む

　楊
林

　東
渡
の
頭ほ

と
り

　
　永
和
三
日
盪
輕
舟

　
　
　

 

永
和
三
日

　軽
舟
を
盪う

ご

か
す

　
　故
人
家
在
桃
花
岸

　
　
　

 

故
人
の
家
は
桃
花
の
岸
に
在
り

　
　直
到
門
前
溪
水
流

　
　
　

 

直
ち
に
門
前
渓
水
の
流
れ
に
到
る
一
五

　富
士
川
英
郎
ほ
か
編
『
詩
集
日
本
漢
詩
』（
汲
古
書
院
、一
九
八
五
～
一
九
九
〇
）

の
う
ち
、
上
巳
を
詠
ん
だ
漢
詩
は
百
首
以
上
あ
る
が
、
そ
の
中
で
、
稿
者
の
調
べ

た
結
果
に
よ
る
と
、
常
建
の
「
三
日
尋
李
九
莊
」
を
踏
ま
え
た
漢
詩
が
七
首
あ
る
。

以
下
詩
集
収
録
順
に
引
用
す
る
。

　

 

（
６
）
三
日
尋
子
昌
莊

一
四

　

 

常
建

　字
不
詳
。
京
兆
長
安
（
陝
西
省
西
安
市
）
の
人
。
開
元
十
五
年
（
七
二
七
）
王

昌
齢
と
と
も
に
科
挙
に
及
第
し
、
大
歴
年
間
（
七
六
六
～
七
七
九
）
に
盱
眙
の
尉
と
な

る
。
官
途
に
意
を
得
ず
、
最
後
に
は
隠
居
し
た
。
そ
の
詩
は
山
水
や
寺
観
を
題
材
と
し

た
も
の
が
多
く
、
叙
景
に
す
ぐ
れ
る
。
ま
た
辺
塞
詩
に
も
特
色
を
発
揮
し
た
。
現
存
詩

数
五
八
首
。『
常
建
集
』
が
あ
る
。
―
松
浦
友
久
編
『
漢
詩
の
事
典
』（
大
修
館
書
店
、

一
九
九
九
年
）
一
〇
二
頁

一
五

　

 

日
野
龍
夫
校
注
、
服
部
南
郭
『
唐
詩
選
国
字
解
』
三
（
平
凡
社
、
一
九
八
二
年
）
一
八

七
頁



菊
舎
の
上
巳
詩
諧
と
「
桃
花
源
記
」

　
　
李

　
夢
幻

（25）

　
　我
亦
興
來
忘
レ

二
是
客
ナ
ル
ヲ

一

　

　
　醉
言
相
戲
レ
テ
共
ニ
歡
喜
ス

　

　
　或
道
フ
旅
裝
春
服
輕
シ

　

　
　浴
沂
咏
歸
逐
ハ
ン
ト

二
童
子
ヲ

一

　

　
　或
道
フ
芍
藥
將
欲
レ
花
ン
ト

　

　
　往
觀
ン
ト

三
水
嬉
ヲ
向
ニ

二
秦
洧
一

　

　
　吾
有
二
新
意
一
試
ニ
妄
言
セ
ン

　

　
　與
レ
君
殊
ス

レ
科
ヲ
君
莫
レ

レ
毀
ル
ヿ

　
　吾
願
ク
ハ
造
リ

二
觴
ノ
大
サ
如
ナ
ル
ヲ

レ
舟
ノ

　

　
　盛

ル
ニ
以
シ
テ

二
鵞
黃
ヲ

一
泛
ヘ

二
前
頭
ニ

一

　

　
　乘

シ
テ

レ
此
ニ
酔
中
絶
リ

二
洋
海
一

　

　
　直

ニ
到
ラ
ン
李
九
カ
門
前
ノ
流
伊
勢
遠
州
隔
ク
ス

レ
海
ヲ
鈄
對

シ
子
文
カ
宅
在
二
五
鈴
川
頭
一

 

『
黃
葉
夕
陽
村
舍
詩
』
後
篇
巻
六

　七

　

 

（
12
）
三
日
送
體
圓
師
舊作

　
　
　
　菅
茶
山

　
　永
和
三
日
治
二
行
裝
ヲ

一

　
　滿
岸
ノ
桃
花
李
九
カ
莊

　
　歸
思
如
ク

レ
絃
ノ
侵
シ
テ

レ
雨
ヲ
發
ス

　
　楊
林
東
渡
晚
ニ
微
茫

 

『
黃
葉
夕
陽
村
舍
詩
』
後
篇
巻
八

　十
四

　右
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
江
戸
漢
詩
の
上
巳
詩
に
お
い
て
、
常
建
の
「
三
日
尋

李
九
莊
」
を
踏
ま
え
る
の
は
一
つ
の
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
ま
た
、
菊
舎

の
（
1
）「
三
日
」
詩
は
、
常
建
詩
（
５
）
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
龍
草
廬
の

詩
（
８
）
か
ら
言
葉
を
摂
取
し
作
っ
た
よ
う
に
見
え
る
。

　菊
舎
の
漢
詩
の
起
句
の
「
永
和
三
日
」
と
承
句
の
「
雨
霽
」
は
龍
草
廬
の
漢
詩

（
８
）
と
同
じ
所
に
あ
り
、
ま
た
転
句
の
最
後
の
字
は
共
に
「
興
」
で
あ
る
。
両

詩
は
共
に
永
和
三
日
の
王
羲
之
の
蘭
亭
会
の
雅
遊
に
擬
え
、
常
建
の
「
三
日
尋
李

九
莊
」
の
言
葉
「
永
和
三
日
」
と
「
雨
歇
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
踏
ま
え
、
常
建
詩
の

「
桃
花
岸
」
に
対
し
、
龍
草
廬
は
「
桃
花
源
記
」
を
踏
ま
え
ず
、「
碧
桃
春
」
と
、

菊
舎
は
「
桃
花
兩
岸
開
」
と
常
建
詩
の
趣
向
を
受
け
継
い
で
表
現
し
た
。
ま
た
、

菊
舎
の
転
句
の
「
故
人
」
も
常
建
詩
の
「
故
人
」
と
同
じ
言
葉
を
使
っ
た
。
龍
草

廬
詩
の
結
句
の
「
衛
夫
人
」
は
王
羲
之
の
書
道
の
啓
蒙
の
先
生
で
あ
る
。
龍
草
廬

は
詩
に
お
い
て
加
賀
藩
の
女
才
子
の
小
淵
を
衛
夫
人
に
譬
え
た
。
菊
舎
の
「
桃
花

両
岸
開
」
の
両
岸
の
桃
花
は
発
句
と
同
じ
く
、「
桃
花
源
記
」
を
踏
ま
え
た
。

一
・
二

　「忘
帰
路
」
と
「
尋
向
所
誌
、
遂
迷
不
復
得
路
」

　菊
舎
の
上
巳
吟
に
お
い
て
、「
乗
捨
た
船
」、「
岸
の
桃
」
の
他
に
、「
桃
花
源
記
」

の
「
忘
帰
路
」
の
こ
と
を
踏
ま
え
た
漢
詩
が
三
首
あ
る
。
左
に
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い

て
そ
の
踏
ま
え
方
を
述
べ
る
。

　

 

（
2
）
三
日
遊
馬
場
氏
宅

　三
日
馬
場
氏
宅
に
遊
ぶ

　
　江
水
映
桃
花

　
　
　
　
　江
水 

桃
花
に
映
じ

　
　流
觴
浮
不
住

　
　
　
　
　流
觴 

浮
か
び
て
住と

ど

ま
ら
ず 



岡
山
大
学
大
学
院
社
会
文
化
科
学
研
究
科
紀
要
第
五
十
八
号
（
二
〇
二
四
・
十
二
）

（26）

　
　醉
餘
筆
硯
遊

　
　
　
　
　酔
余 

筆
硯
の
遊
び

　
　似
忘
武
陵
路

　
　
　
　
　忘
る
る
に
似
た
り
武
陵
の
路  

　
　② 

帰
る
み
ち
も
さ
ら
に
忘
れ
て
桃
の
け
ふ

　（菊
舎
）

 
（
桃
花
が
江
水
に
映
っ
て
お
り
、
流
れ
て
き
た
酒
は
流
れ
に
浮
か
ん
で
と
ど
ま
る

こ
と
な
く
過
ぎ
て
い
く
。
酔
っ
て
か
ら
筆
を
手
に
取
っ
て
詩
歌
を
書
き
遊
ん
で
い

る
。
桃
花
源
へ
帰
る
路
を
忘
れ
た
よ
う
だ
。）（
日
本
語
訳

　李
。
以
下
同
様
）

　俳
諧
②
の
下
五
は
漢
詩
の
起
句
の
「
桃
花
」
と
呼
応
し
、「
帰
る
み
ち
も
さ
ら

に
忘
れ
て
」
は
漢
詩
結
句
と
呼
応
す
る
。

　詩
諧
に
お
け
る
「
桃
の
花
」、「
似
忘
武
陵
路
」
と
「
桃
花
源
記
」
の
関
係
に
つ

い
て
、
左
に
「
桃
花
源
記
」
の
関
連
部
分
を
引
用
す
る
。

 

　
　

 

餘
人
各
復
延
至
二
其
家
一
、
皆
出
二
酒
食
一
、
停
數
日
辭
去
、
此
中
人
語
云
、

不
レ
足
下
爲
二
外
人
一
道
上
也
、
既
出
、
得
二
其
船
一
、
便
扶
（
於
）
向
路
、
處

處
誌
レ
之
。
及
二
郡
下
一
、
詣
二
太
守
一
説
如
レ
此
、
太
守
即
遣
レ
人
隨
レ
其
往
、

尋
二
向
所
一
レ
誌
、
遂
迷
不
二
復
得
一
レ
路

　武
陵
人
で
あ
る
漁
師
が
桃
花
源
で
何
日
か
滞
在
し
、
家
へ
帰
っ
た
。
帰
る
時
、

所
々
印
を
つ
け
た
が
、
後
で
、
人
を
連
れ
て
桃
花
源
へ
帰
ろ
う
と
す
る
時
、
帰
る

道
を
忘
れ
た
と
い
う
典
拠
を
踏
ま
え
、
菊
舎
は
三
月
三
日
の
馬
場
氏
宅
を
桃
花
源

に
喩
え
、
漢
詩
に
詠
ん
だ
曲
水
の
宴
の
雅
遊
の
様
子
が
ま
る
で
桃
花
源
に
い
た
よ

う
だ
と
感
嘆
し
た
。

　発
句
は
、
漢
詩
か
ら
語
句
を
切
り
取
っ
て
、
漢
詩
で
ね
ら
っ
た
焦
点
を
示
し
た

か
の
よ
う
で
あ
る
。
詩
句
の
リ
フ
レ
イ
ン
の
よ
う
で
あ
り
、
要
領
の
良
い
ま
と
め

の
よ
う
で
も
あ
る
が
、
も
ち
ろ
ん
漢
詩
の
よ
う
に
説
明
が
豊
富
で
な
い
分
、
今
、

こ
こ
の
状
況
を
示
す
単
語
が
な
く
、「
桃
花
源
記
」
の
趣
を
述
べ
た
だ
け
の
状
態

で
も
あ
り
、
江
戸
時
代
の
日
本
と
「
桃
花
源
記
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
重
ね
合
わ
さ
る

効
果
は
発
句
の
方
に
し
か
な
い
。

　同
じ
趣
向
の
漢
詩
が
他
に
二
首
あ
る
。

　

 

（
3
）
上マ

マ

三
日
樂
只
菅
公

　三
日
楽
只
菅
公
に
上

た
て
ま
つる

　
　紅
桃
三
兩
樹

　
　
　
　
　紅
桃

　三
両
の
樹

　
　灼
灼
映
翰
林

　
　
　
　
　灼
々

　翰
林
に
映
ず

　
　更
爲
新
詩
美

　
　
　
　
　更
に
新
詩
の
美
な
る
が
為
に

　
　忘
歸
千
歲
心

　
　
　
　
　帰
る
を
忘
る

　千
歳
の
心

　三
千
と
せ
に
咲
く
て
ふ
も
ゝ
の
花
か
づ
ら
か
け
て
幾
世
を
あ
ふ
が
ざ
ら
め
や

　（桃
の
木
は
二
、
三
本
そ
こ
に
あ
り
、
灼
灼
と
翰
林
に
映
ず
る
。
さ
ら
に
新
し

い
詩
が
よ
い
作
品
で
あ
る
た
め
に
。
千
年
経
っ
て
も
帰
る
の
を
忘
れ
た
気
持
ち
は

同
じ
で
あ
る
。）

　こ
れ
に
つ
い
て
は
、
発
句
で
は
な
く
和
歌
が
付
さ
れ
て
い
て
、「
詩
諧
」
で
は

な
く
、「
詩
歌
」
に
な
っ
て
い
る
。
歌
は
翰
林
菅
公
の
三
千
年
を
寿
く
も
の
で
、

漢
詩
の
「
千
歳
」
に
呼
応
し
て
い
る
。

　詩
も
和
歌
も
祝
儀
の
意
味
合
い
の
強
い
も
の
で
、
作
品
を
作
る
と
い
う
よ
り
は

社
交
の
た
め
の
詠
作
、「
上
る
」
た
め
の
詠
作
と
い
う
性
格
が
強
い
も
の
の
よ
う

菊
舎
の
上
巳
詩
諧
と
「
桃
花
源
記
」

　
　
李

　
夢
幻

（25）

　
　我
亦
興
來
忘
レ

二
是
客
ナ
ル
ヲ

一

　

　
　醉
言
相
戲
レ
テ
共
ニ
歡
喜
ス

　

　
　或
道
フ
旅
裝
春
服
輕
シ

　

　
　浴
沂
咏
歸
逐
ハ
ン
ト

二
童
子
ヲ

一

　

　
　或
道
フ
芍
藥
將
欲
レ
花
ン
ト

　

　
　往
觀
ン
ト

三
水
嬉
ヲ
向
ニ

二
秦
洧
一

　

　
　吾
有
二
新
意
一
試
ニ
妄
言
セ
ン

　

　
　與
レ
君
殊
ス

レ
科
ヲ
君
莫
レ

レ
毀
ル
ヿ

　
　吾
願
ク
ハ
造
リ

二
觴
ノ
大
サ
如
ナ
ル
ヲ

レ
舟
ノ

　

　
　盛

ル
ニ
以
シ
テ

二
鵞
黃
ヲ

一
泛
ヘ

二
前
頭
ニ

一

　

　
　乘

シ
テ

レ
此
ニ
酔
中
絶
リ

二
洋
海
一

　

　
　直

ニ
到
ラ
ン
李
九
カ
門
前
ノ
流
伊
勢
遠
州
隔
ク
ス

レ
海
ヲ
鈄
對

シ
子
文
カ
宅
在
二
五
鈴
川
頭
一

 

『
黃
葉
夕
陽
村
舍
詩
』
後
篇
巻
六

　七

　

 

（
12
）
三
日
送
體
圓
師
舊作

　
　
　
　菅
茶
山

　
　永
和
三
日
治
二
行
裝
ヲ

一

　
　滿
岸
ノ
桃
花
李
九
カ
莊

　
　歸
思
如
ク

レ
絃
ノ
侵
シ
テ

レ
雨
ヲ
發
ス

　
　楊
林
東
渡
晚
ニ
微
茫

 

『
黃
葉
夕
陽
村
舍
詩
』
後
篇
巻
八

　十
四

　右
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
江
戸
漢
詩
の
上
巳
詩
に
お
い
て
、
常
建
の
「
三
日
尋

李
九
莊
」
を
踏
ま
え
る
の
は
一
つ
の
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
ま
た
、
菊
舎

の
（
1
）「
三
日
」
詩
は
、
常
建
詩
（
５
）
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
龍
草
廬
の

詩
（
８
）
か
ら
言
葉
を
摂
取
し
作
っ
た
よ
う
に
見
え
る
。

　菊
舎
の
漢
詩
の
起
句
の
「
永
和
三
日
」
と
承
句
の
「
雨
霽
」
は
龍
草
廬
の
漢
詩

（
８
）
と
同
じ
所
に
あ
り
、
ま
た
転
句
の
最
後
の
字
は
共
に
「
興
」
で
あ
る
。
両

詩
は
共
に
永
和
三
日
の
王
羲
之
の
蘭
亭
会
の
雅
遊
に
擬
え
、
常
建
の
「
三
日
尋
李

九
莊
」
の
言
葉
「
永
和
三
日
」
と
「
雨
歇
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
踏
ま
え
、
常
建
詩
の

「
桃
花
岸
」
に
対
し
、
龍
草
廬
は
「
桃
花
源
記
」
を
踏
ま
え
ず
、「
碧
桃
春
」
と
、

菊
舎
は
「
桃
花
兩
岸
開
」
と
常
建
詩
の
趣
向
を
受
け
継
い
で
表
現
し
た
。
ま
た
、

菊
舎
の
転
句
の
「
故
人
」
も
常
建
詩
の
「
故
人
」
と
同
じ
言
葉
を
使
っ
た
。
龍
草

廬
詩
の
結
句
の
「
衛
夫
人
」
は
王
羲
之
の
書
道
の
啓
蒙
の
先
生
で
あ
る
。
龍
草
廬

は
詩
に
お
い
て
加
賀
藩
の
女
才
子
の
小
淵
を
衛
夫
人
に
譬
え
た
。
菊
舎
の
「
桃
花

両
岸
開
」
の
両
岸
の
桃
花
は
発
句
と
同
じ
く
、「
桃
花
源
記
」
を
踏
ま
え
た
。

一
・
二

　「忘
帰
路
」
と
「
尋
向
所
誌
、
遂
迷
不
復
得
路
」

　菊
舎
の
上
巳
吟
に
お
い
て
、「
乗
捨
た
船
」、「
岸
の
桃
」
の
他
に
、「
桃
花
源
記
」

の
「
忘
帰
路
」
の
こ
と
を
踏
ま
え
た
漢
詩
が
三
首
あ
る
。
左
に
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い

て
そ
の
踏
ま
え
方
を
述
べ
る
。

　

 

（
2
）
三
日
遊
馬
場
氏
宅

　三
日
馬
場
氏
宅
に
遊
ぶ

　
　江
水
映
桃
花

　
　
　
　
　江
水 

桃
花
に
映
じ

　
　流
觴
浮
不
住

　
　
　
　
　流
觴 

浮
か
び
て
住と

ど

ま
ら
ず 



菊
舎
の
上
巳
詩
諧
と
「
桃
花
源
記
」

　
　
李

　
夢
幻

（27）

に
思
わ
れ
る
。

　
 

（
4
）
三
日
陪
平
松
亞
相
公
宴

　三
日
平
松
亜（

時

相章
）

公
の
宴
に
陪
す 

　
　千
樹
夭
夭
溝
水
頭

　
　
　
　
　千
樹

　夭
夭

　溝
水
の
頭

ほ
と
り

　
　淸
香
時
入
羽
觴
浮

　
　
　
　
　清
香

　時
に
羽（

酒

觴林
）
に
入
り
て
浮
か
ぶ   

　
　醉
來
逸
興
忘
歸
路

　
　
　
　
　酔
ひ
来
り
て
逸
興
帰
路
を
忘
る

　
　宛
是
桃
花
源
里
遊

　
　
　
　
　宛
も
是
れ
桃
花
源
里
の
遊
び

　
　③
の
ぼ
り
〳
〵
雲
の
上
み
る
ひ
ゐ
な
か
な

　（溝
水
の
ほ
と
り
に
桃
の
花
は
咲
き
乱
れ
て
い
て
、
そ
の
香
り
は
時
に
川
に
浮

か
ん
で
い
る
盃
に
ま
で
入
っ
て
く
る
。
酔
っ
払
っ
て
興
致
が
盛
ん
に
湧
い
て
き
て
、

帰
る
路
も
忘
れ
た
。
あ
た
か
も
桃
花
源
で
遊
ん
だ
よ
う
な
気
が
し
た
。）

　漢
詩
（
3
）
承
句
の
「
灼
灼
」
と
漢
詩
（
4
）
起
句
の
「
夭
夭
」
は
『
詩
経
・

周
南
』
の
「
桃
之
夭
夭
、
灼
灼
其
華
」（
桃
の
夭
夭
た
る
、
灼
灼
た
る
其
の
華
）

を
踏
ま
え
た
桃
の
花
の
縁
語
で
あ
る
。「
忘
帰
」、「
忘
帰
路
」
は
漢
詩
（
2
）
と

同
じ
く
「
桃
花
源
記
」
に
お
け
る
漁
師
の
最
後
に
桃
花
源
へ
帰
る
道
を
忘
れ
た
こ

と
を
踏
ま
え
る
。
漢
詩
（
4
）
の
結
句
に
「
桃
花
源
」
の
イ
メ
ー
ジ
も
直
接
出
て

く
る
。

　桃
の
花
が
咲
い
て
い
て
、
文
人
の
仲
間
た
ち
と
曲
水
の
宴
で
酒
を
飲
ん
だ
り
、

詩
歌
を
作
っ
た
り
す
る
時
間
は
桃
花
源
に
い
た
よ
う
に
、
漁
師
の
桃
花
源
に
何
日

か
滞
在
す
る
と
き
の
「
忘
帰
」
と
漁
師
の
も
う
一
回
桃
花
源
へ
帰
ろ
う
と
す
る
が
、

帰
る
道
を
忘
れ
た
の
「
忘
帰
」
の
両
方
と
も
か
け
て
あ
る
。

　発
句
②
は
漢
詩
（
3
）
の
結
句
に
対
応
し
、
発
句
③
に
お
い
て
「
ひ
ゐ
な
」
は
、

雛
の
節
句
を
指
す
と
共
に
、
鳥
が
飛
ん
で
雲
の
上
に
上
が
る
意
を
掛
け
る
の
で
あ

ろ
う
。
そ
し
て
「
雲
の
上
を
見
る
」
雛
は
、
菊
舎
が
雲
の
上
の
人
で
あ
る
平
松
亜

相
公
に
会
う
こ
と
の
比
喩
で
あ
ろ
う
。
本
作
も
ま
た
、
平
松
公
に
奉
る
た
め
に
作

ら
れ
た
も
の
な
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
三
月
三
日
に
人
を
讃
え
る
た
め
の
パ
タ
ー

ン
と
し
て
菊
舎
は
、「
忘
帰
」
を
便
利
な
も
の
と
し
て
用
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　『詩
集
日
本
漢
詩
』
に
お
け
る
上
巳
を
詠
む
漢
詩
の
う
ち
、
こ
の
よ
う
に
「
桃

花
源
記
」
に
因
み
、「
忘
帰
」
を
詠
ん
だ
漢
詩
は
少
な
く
と
も
見
つ
け
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
。

　以
上
の
三
対
六
作
品
の
う
ち
一
対
三
首
一
句
は
共
に
「
忘
帰
」
に
よ
り
「
桃
花

源
記
」
に
因
む
も
の
で
あ
る
。
上
巳
の
曲
水
の
宴
の
雅
遊
を
桃
花
源
に
譬
え
る
も

の
で
あ
る
。

一
・
三

　「宛
是
桃
花
源
里
遊
」

　菊
舎
は
漢
詩
（
４
）
の
結
句
に
お
い
て
「
宛
是
桃
花
源
里
遊
」
と
上
巳
の
日
、

平
松
亜
相
公
の
曲
水
の
宴
に
参
加
し
た
感
覚
を
ま
る
で
桃
花
源
で
遊
ん
だ
よ
う
だ

と
表
現
し
た
が
、
菊
舎
の
稿
本
『
美
濃
経
廻 

ふ
た
た
び
杖
』
三
、
天
明
八
年
（
一

七
八
八
）
に
お
い
て
上
巳
の
日
、
榴
美
和
尚
の
漢
詩
に
似
た
句
が
あ
る
。

　
　
　
　上
巳

　
　闘
鶏
の
佳
節
を
お
も
へ
ば

　
　た
だ
遊
ぶ
鶏
も
よ
し
け
ふ
の
桃
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暮
園
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　又

　
　紙
雛
や
土
佐
が
絵
に
見
し
む
か
し
袖

　同

　
　
　
　上
巳

　
　畑
人
の
埃
り
も
か
け
ず
け
ふ
の
桃

　菊
舎

　
　
　
　宗
長
師
亭
に
佳
節
を
寿
ぐ
と
て

　
　摘
は
せ
で
茶
に
あ
ら
し
け
り
草
の
餅

　同

　
　け
ふ
の
佳
節
を
伸
べ
ば
や
と
神
田
氏
へ
音
信
、
終
日
婦
君
に
と
ど
め
ら
れ
て

　
　雛
の
間
や
美
し
い
気
に
も
て
な
さ
れ

　同

　
　
　朝
暮
園
即
興
兼
而
呈
主
人

　
　此
境
曽
テ
桃
源
ニ
不
異

　
　暮
園
ノマ

マ

春
色
別
ノマ

マ

乾
坤

　
　主
人
自
ラ
是
在
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右 

榴
美

　
　（全
集
三
七
一
頁
）

　菊
舎
三
十
六
歳
の
天
明
八
年
（
一
七
八
八
）
三
月
、
俳
諧
の
先
生
で
あ
る
美
濃

の
朝
暮
園
傘
狂
の
邸
に
逗
留
し
た
際
、
上
巳
に
同
門
の
人
々
と
発
句
を
詠
ん
だ
。

そ
の
際
同
席
し
た
榴
美
和
尚
は
右
の
漢
詩
を
傘
狂
に
贈
っ
た
。
傘
狂
の
邸
を
桃
花

源
と
同
じ
で
あ
る
と
賞
賛
し
た
。

　当
時
の
菊
舎
は
ま
だ
漢
詩
を
作
り
始
め
て
い
な
い
が
、
稿
本
に
書
き
留
め
ら
れ

た
榴
美
の
漢
詩
は
、
漢
詩
（
４
）
に
影
響
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

二

　菊
舎
の
上
巳
作
の
特
徴

　以
上
、
菊
舎
の
上
巳
吟
か
ら
、
陶
淵
明
の
「
桃
花
源
記
」
と
関
わ
り
の
あ
る
作

品
を
取
り
上
げ
て
、
そ
の
摂
取
の
方
法
を
分
析
し
た
。

　『詩
集
日
本
漢
詩
』
に
お
け
る
上
巳
漢
詩
の
う
ち
、
よ
く
詠
ま
れ
た
イ
メ
ー
ジ

と
し
て
は
「
周
公
」、「
逸
少
」（
王
羲
之
）、「
油
花
卜
」、「
桃
花
岸
」、「
鬥
雞
」、 「
春

服
舞
雩
」、「
浴
沂
」、「
秉
蘭 

」、「
蘭
亭
」、「
曲
水
流
觴
」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、

菊
舎
は
「
桃
花
源
記
」
を
好
ん
で
、「
乗
捨
た
舟
」、「
岸
の
桃
」、「
忘
帰
」
の
イ
メ
ー

ジ
を
詠
ん
だ
。「
岸
の
桃
」
は
他
の
漢
詩
に
も
よ
く
詠
ま
れ
た
の
に
対
し
、
発
句

の
「
乗
捨
た
舟
」
の
発
想
は
絵
画
か
ら
の
影
響
が
あ
る
と
考
え
る
。
ま
た
、
漢
詩

四
首
の
う
ち
三
首
も
「
忘
帰
」
と
表
現
す
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
は
菊
舎
の
上
巳
吟

の
一
つ
の
パ
タ
ー
ン
で
、
他
の
上
巳
の
漢
詩
に
詠
ま
れ
た
先
例
が
な
い
た
め
、
菊

舎
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。



菊
舎
の
上
巳
詩
諧
と
「
桃
花
源
記
」

　
　
李

　
夢
幻
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に
思
わ
れ
る
。

　

 

（
4
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宴
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時
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）
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の
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陪
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樹
夭
夭
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水
頭
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樹

　夭
夭

　溝
水
の
頭

ほ
と
り
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時
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浮
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逸
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　宛
是
桃
花
源
里
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ぼ
り
〳
〵
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か
な
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き
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て
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り
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に
川
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盃
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て
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帰
る
路
も
忘
れ
た
。
あ
た
か
も
桃
花
源
で
遊
ん
だ
よ
う
な
気
が
し
た
。）

　漢
詩
（
3
）
承
句
の
「
灼
灼
」
と
漢
詩
（
4
）
起
句
の
「
夭
夭
」
は
『
詩
経
・

周
南
』
の
「
桃
之
夭
夭
、
灼
灼
其
華
」（
桃
の
夭
夭
た
る
、
灼
灼
た
る
其
の
華
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を
踏
ま
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桃
の
花
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縁
語
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る
。「
忘
帰
」、「
忘
帰
路
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漢
詩
（
2
）
と
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「
桃
花
源
記
」
に
お
け
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漁
師
の
最
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桃
花
源
へ
帰
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と
を
踏
ま
え
る
。
漢
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（
4
）
の
結
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に
「
桃
花
源
」
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イ
メ
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ジ
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直
接
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く
る
。
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て
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文
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の
仲
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曲
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だ
り
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詩
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忘
帰
」
と
漁
師
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一
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源
へ
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す
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が
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忘
帰
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。
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（
3
）
の
結
句
に
対
応
し
、
発
句
③
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。
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奉
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ら
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。
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。
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。
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